
　

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
・
高
校
は
、
宮

城
県
第
二
女
子
高
校
を
母
体
に
、
男
女
共

学
、
公
立
の
併
設
型
中
高
一
貫
校
と
し
て

２
０
１
０
年
度
に
再
出
発
し
た
。
日
本
の

将
来
を
担
え
る
真
に
国
際
社
会
に
通
じ
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」を
重

要
教
育
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
て
お
り
、
14

年
度
に
は
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）の
指

定
を
受
け
、
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

同
校
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
中
心
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

掲
げ
て
い
る
の
が
、
中
高
一
貫
校
と
な
っ

た
10
年
度
か
ら
展
開
す
る
探
究
学
習
だ
。

再
開
校
準
備
で
学
校
の
特
色
を
ど
の
よ

う
に
打
ち
出
す
か
が
検
討
さ
れ
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）

で
の
探
究
学
習
が
そ
の
中
心
に
据
え
ら
れ

た
。
加
藤
徳の

り

善よ
し

教
頭
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
教
育
方
針
で
あ
る
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
た
め
に
は
、
教
科
学
力
に
加
え
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
課
題
発
見
・

解
決
力
を
総
合
的
に
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
女
子
校
時
代
に
総

合
学
習
で
培
っ
て
き
た
大
学
訪
問
や
小
論

文
指
導
な
ど
の
進
路
学
習
を
深
化
さ
せ
、

よ
り
実
践
的
な
課
題
解
決
を
模
索
す
る
探

究
学
習
を
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

同
校
の
探
究
学
習
に
つ
い
て
、
開
始
時

か
ら
の
変
遷
も
含
め
て
見
て
い
く
。

　

中
学
校
の
３
年
間
を
掛
け
て
探
究
学
習

の
基
礎
的
な
ス
キ
ル
を
学
ん
で
か
ら
、
高

校
１
年
生
で
本
格
的
な
探
究
学
習
に
着
手

す
る
。
１
年
生
で
の
探
究
学
習
は
２
単
位

で
、
週
１
回
、
２
時
間
連
続
で
行
う
。「
世

界
の
水
問
題
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
、
生
徒

は
各
自
の
問
題
意
識
に
応
じ
て
研
究
テ
ー

マ
を
設
定
す
る
。
以
前
の
共
通
テ
ー
マ
は

環
境
問
題
だ
っ
た
が
、
研
究
対
象
が
広
く

な
り
す
ぎ
る
た
め
、
地
元
・
北
上
川
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
タ
イ
・
メ
コ
ン
川

の
調
べ
学
習
（
後
述
）
で
の
実
績
を
生
か

し
、
13
年
度
か
ら
環
境
問
題
の
１
つ
で
あ

る
水
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
。

　

探
究
学
習
は
、
人
文
科
学
的
な
手
法
で

解
決
を
探
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
（
Ｉ
Ｓ
）」、
自
然
科
学
的
な
手

法
で
探
究
す
る
「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ

ク
・
リ
サ
ー
チ
（
Ｓ
Ｒ
）」
そ
れ
ぞ
れ
に

設
け
ら
れ
た
分
野
に
生
徒
が
所
属
し
て
行

う
。
学
年
団
の
教
師
の
専
門
性
に
応
じ
て
、

「
Ｉ
Ｓ
」
は
文
学
・
歴
史
な
ど
、「
Ｓ
Ｒ
」

は
化
学
・
生
物
な
ど
、
１
分
野
教
師
２
人

体
制
で
、６
〜
８
分
野
が
設
定
さ
れ
る
（
分

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
貢
献
し
、

生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る

実
践
事
例
●

宮
城
県
仙
台
二に

華か

中
学
・
高
校

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
外
部
連
携
等
で

生
徒
の「
器
」を
広
げ
る
探
究
学
習
に

宮
城
県
で
唯
一
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
た
宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
・
高
校
は
、

「
世
界
の
水
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
生
徒
は
、
地
域
や
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
う
と
共
に
、
教
科
の
学
習
へ
の
意
欲
も
高
め
つ
つ
あ
る
。
２
０
１
５
年
度
、
探
究
学
習
を
行
う
時
間
が

学
校
設
定
科
目
に
な
る
こ
と
を
受
け
、
評
価
方
法
の
開
発
、
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・
メ
ソ
ッ
ド
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

1

探
究
学
習
の
流
れ

「
世
界
の
水
問
題
」
に
つ
い
て

各
自
テ
ー
マ
を
決
め
て
探
究
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特
集　
新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●1　
「
学
び
」
の
意
欲
を
高
め
る
探
究
学
習

ム
）
と
連
動
さ
せ
、
ア
ジ
ア
の
水
問
題
を

テ
ー
マ
と
す
る
。
中
心
と
な
る
活
動
は
事

前
の
調
べ
学
習
で
、
14
年
度
は
グ
ア
ム
の

歴
史
や
経
済
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
書
か

れ
た
英
語
の
文
献
を
読
み
、
現
代
グ
ア
ム

の
特
徴
や
課
題
を
分
析
し
て
「
旅
行
の
し

お
り
」
を
作
成
。
帰
国
後
は
現
地
で
の
体

験
や
感
想
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。

　

１
年
生
で
は
個
人
の
探
究
学
習
と
並
行

し
、
水
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
も

行
う
。
９
月
に
は
北
上
川
で
１
泊
２
日
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
北
上
川
に

は
、
流
域
に
あ
っ
た
鉱
山
の
影
響
で
今
も

排
水
を
中
和
す
る
施
設
等
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
見
学
後
、
鉱
山
か
ら
流
れ
出
た
硫
黄

を
中
和
す
る
た
め
の
植
樹
を
行
う
。
郷
土

の
水
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
身
の
探

究
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
の
が
目
的
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
を
養
う
た
め
に
、

世
界
の
水
問
題
の
概
論
も
学
ぶ
。
特
に
、

東
南
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
河
川
で
あ
る
メ

コ
ン
川
を
テ
ー
マ
に
し
た
調
べ
学
習
は
全

員
が
行
い
、
更
に
選
抜
さ
れ
た
生
徒
数
人

が
現
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
。

　
「
メ
コ
ン
川
は
、
中
国
や
タ
イ
な
ど
多

く
の
国
を
通
過
し
、
環
境
的
な
視
点
の
み

な
ら
ず
、
政
治
・
経
済
的
な
視
点
で
も
重

要
な
河
川
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
チ
ズ

ン
と
し
て
の
資
質
を
磨
く
上
で
も
適
切
な

題
材
で
あ
り
、
そ
こ
で
得
た
知
識
や
視
点

を
２
年
生
で
の
探
究
学
習
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
加
藤
教
頭
）

　

15
年
度
か
ら
は
、
総
合
学
習
で
行
っ
て

き
た
実
施
体
系
を
変
え
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
特
例
に

よ
る
学
校
設
定
科
目
「
課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
」
を
設
定
し
て
探
究
学
習
を
進
め
る

（
図
１
）。
１
年
生
で
は
、「
Ｉ
Ｓ
」「
Ｓ
Ｒ
」

と
同
様
の
活
動
を
、
必
修
科
目
「
課
題
研

究
Ⅰ
」（
週
３
時
間
、
３
単
位
）
で
行
う
。

探
究
学
習
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
し
な

が
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ

て
、
北
上
川
や
東
北
地
方
の
水
問
題
の
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

２
年
生
で
は
、「
課
題
研
究
Ⅱ
Ａ
」「
課

題
研
究
Ⅱ
Ｂ
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

野
は
年
度
に
よ
っ
て
変
動
）。
生
徒
は
そ

の
中
か
ら
１
分
野
を
選
び
、
自
分
が
設
定

し
た
テ
ー
マ
を
探
究
し
、
夏
の
中
間
発
表

を
経
て
、
２
月
ま
で
に
論
文
に
ま
と
め
る
。

　

２
年
生
で
の
探
究
学
習
は
１
単
位
で
、

海
外
研
修
旅
行
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
グ
ア

＊プロフィールは2015 年３月時点のものです ＊１　Thinking Method の略。学校選択教科として設置し、「ＩＳ」や「ＳＲ」と連動させながら、自分
　　　の考えを論理的に組み立て、より正確により効果的に伝える力を育む

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
・
高
校

◎
宮
城
県
第
二
女
子
高
校
を
母
体
と
し
、
２
０
１
０

年
度
、
男
女
共
学
、
併
設
型
中
高
一
貫
校
と
な
る
。
東

北
大
、
宮
城
教
育
大
と
連
携
し
、
大
学
教
授
の
講
演
会
、

大
学
生
・
大
学
院
生
と
生
徒
と
の
交
流
な
ど
を
推
進
。

09
年
度
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
。
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
山
形
大
、
東
北
大
、
宮

城
教
育
大
、
筑
波
大
な
ど
に
１
１
１
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
早
稲
田
大
、
同

志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
６
２
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.nika.m

ysw
an.ne.jp/

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
・
高
校
教
頭

加
藤
徳
善　
か
と
う
・
の
り
よ
し

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

「
健
全
な
批
判
精
神
を
持
ち
な
が
ら
世
界

を
理
解
で
き
る
よ
う
生
徒
と
共
に
学
ぶ
」

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
・
高
校

村
上
孝
志　
む
ら
か
み
・
た
か
し

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

主
幹
教
諭
。英
語
科
担
当
。「
生
徒
と
の
日

頃
の
何
気
な
い
会
話
を
大
切
に
し
た
い
」

＊学校資料を基に編集部で作成

図１ 「課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の流れ

世
界
に
飛
び
立
つ

飛
翔
期

高３
•ＳＧＨ課題研究Ⅲ
ハイレベルな研究、
英語論文作成、
英語による高度な
プレゼンテーション

世
界
を
広
げ
る　

自
分
を
磨
き
、
鍛
え
る

躍
動
期

高２
•ＳＧＨ課題研究ⅡＡ
メコン川等をテーマに、
問題解決に結び付く
研究への取り組み
•ＳＧＨ課題研究ⅡＢ
マレーシア・シンガポール
の水問題への取り組み
•海外研修旅行

高１
•ＳＧＨ課題研究Ⅰ
課題研究の基本的な
スキルの習得、
北上川の調査・研究

中３
環境問題に対する基礎学習

自
分
を
知
る

自
分
を
広
げ
る

啄
期

中１・２
宮城県の環境学習
イングリッシュキャンプ

世
界
の
水
問
題　

解
決
へ
の
取
り
組
み

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
調
査
・
研
究　

課
題
研
究　

言
語
活
動

Ｔ
Ｍ
（
＊
１
）

模
擬
国
連
等
へ
の
参
加
・
姉
妹
校
交
流グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
授
業

総
合
学
習
か
ら
学
校
設
定
科
目

「
課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
に
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文
の
作
成
や
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

14
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
１
年
生
の

「
Ｉ
Ｓ
」「
Ｓ
Ｒ
」
の
進
め
方
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、各
分
野
で
は
、生
徒
の
希
望
研
究

テ
ー
マ
を
基
に
、
内
容
が
近
い
生
徒
４
〜

５
人
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
を
、
教
師
が
指

定
し
て
４
〜
５
グ
ル
ー
プ
編
成
す
る
。
各

分
野
に
集
ま
る
生
徒
は
ク
ラ
ス
が
混
在
す

る
た
め
、グ
ル
ー
プ
も
ク
ラ
ス
横
断
と
な
る
。

　

探
究
学
習
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
進

め
る
。
以
前
は
グ
ル
ー
プ
で
１
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
生
徒
が
分
担
し
て
探
究
学

習
を
進
め
、
１
つ
の
論
文
に
ま
と
め
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
、
グ
ル
ー
プ

で
活
動
を
進
め
つ
つ
、
生
徒
個
別
に
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
論
文
を
ま
と
め
る
方

法
に
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
学
習
を
分

担
し
た
り
、
論
文
へ
の
意
見
を
言
い
合
っ

た
り
と
、互
い
を
高
め
合
い
つ
つ
も
、生
徒

一
人
ひ
と
り
の
考
え
を
尊
重
し
て
い
る
。

　

14
年
度
は
「
水
質
」「
生
態
系
」「
治
水
」

な
ど
の
分
野
が
設
け
ら
れ
、
生
徒
は
「
き

れ
い
な
水
を
手
に
入
れ
る
に
は
」「
日
本

と
タ
イ
の
か
か
わ
り
・
農
村
の
状
況
」「
水

の
価
格
変
動
が
も
た
ら
す
生
活
へ
の
影

響
と
は
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
探
究
学
習
を

行
っ
た
。
年
度
末
に
は
、
分
野
ご
と
に
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
研
究
成
果
を
発
表
し
、

担
当
教
師
や
外
部
講
師
の
講
評
を
受
け

る
。そ
し
て
、分
野
ご
と
に
１
冊
の
研
究
論

文
に
ま
と
め
て
１
年
間
の
総
括
と
す
る
。

　

外
部
の
人
材
や
機
関
と
の
連
携
は
、
探

究
学
習
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
年
を
追

う
ご
と
に
、
東
北
大
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
と

の
連
携
が
深
ま
り
、
専
門
家
を
招
い
た
講

演
会
や
、
研
究
内
容
・
テ
ー
マ
に
つ
い
て

助
言
を
受
け
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
大

学
教
員
だ
け
で
な
く
、
そ
の
教
員
の
指
導

を
受
け
て
い
る
大
学
院
生
が
来
校
し
、
各

グ
ル
ー
プ
に
１
人
ず
つ
付
い
て
生
徒
た
ち

を
支
援
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

15
年
度
に
始
ま
る
「
課
題
研
究
Ⅰ
」
で

は
、
探
究
学
習
の
進
め
方
は
こ
れ
ま
で
の

方
法
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
分
野
設
定
が
変

わ
る
。「
Ｉ
Ｓ
」「
Ｓ
Ｒ
」
で
は
教
師
の
専

門
性
に
応
じ
て
分
野
を
設
け
て
い
た
が
、

「
課
題
研
究
Ⅰ
」
で
は
外
部
人
材
の
専
門

性
に
応
じ
て
分
野
を
設
定
す
る
。
15
年
度

は
「
人
間
」「
経
済
」「
環
境
破
壊
・
災
害
」

の
３
分
野
だ
（
図
２
）。
そ
の
中
に
、「
水

問
題
と
日
本
の
食
卓
と
の
つ
な
が
り
」「
水

力
発
電
と
ダ
ム
建
設
」
な
ど
の
小
テ
ー

マ
を
用
意
し
、
そ
の
中
か
ら
自
分
の
研
究

テ
ー
マ
を
生
徒
が
選
ぶ
形
式
と
し
た
。
教

師
は
、
生
徒
の
探
究
学
習
を
支
え
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
外
部
人
材

と
生
徒
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

探
究
学
習
が
進
路
選
択
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
。
研
究
内
容
に
関
連
す
る
学
部
・

学
科
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
、
外
部

講
師
や
大
学
院
生
に
憧
れ
て
東
北
大
を
目

指
す
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

ク
ラ
ス
横
断
で
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
互
い
に
高
め
合
う
雰
囲
気
が
学
校

全
体
で
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な

成
果
だ
。
海
外
の
水
問
題
を
調
べ
る
中
で

各
教
科
の
知
識
や
考
え
方
の
必
要
性
を
痛

感
し
、
教
科
学
習
に
力
を
入
れ
る
生
徒
も

少
な
く
な
い
。
更
に
、
海
外
を
テ
ー
マ
に

し
た
探
究
学
習
を
通
し
て
、
世
界
を
見
る

生
徒
の
目
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
メ
コ
ン
川
流
域
の
実
情
を
学
ぶ
中
で
、

自
分
た
ち
日
本
人
な
ら
ば
課
題
に
感
じ
る

こ
と
が
、
現
地
の
人
々
に
は
問
題
視
さ
れ

「
課
題
研
究
Ⅱ
Ａ
」（
３
単
位
）
は
、
１
年

生
で
の
探
究
学
習
を
踏
ま
え
、
各
自
の

テ
ー
マ
を
更
に
深
く
探
究
す
る
。
メ
コ
ン

川
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
予
定
し
て

お
り
、
参
加
希
望
の
生
徒
も
多
い
が
、
志

望
動
機
や
研
究
内
容
、
語
学
力
な
ど
を
総

合
的
に
検
討
し
て
選
抜
す
る
予
定
だ
。
一

方
、「
課
題
研
究
Ⅱ
Ｂ
」（
１
単
位
）
は
、

海
外
研
修
旅
行
（
主
に
東
南
ア
ジ
ア
）
で

の
水
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
中
心
と
な

る
。
15
年
度
は「
課
題
研
究
Ⅱ
Ａ
」が
45
人
、

「
課
題
研
究
Ⅱ
Ｂ
」
が
１
９
５
人
と
い
う

選
択
結
果
だ
っ
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
担
当
の
村
上

孝
志
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「『
課
題
研
究
Ⅱ
Ａ
』
は
生
徒
へ
の
負
担

が
大
き
く
、
通
常
の
教
科
学
習
と
並
行
し

て
探
究
学
習
を
進
め
る
力
の
あ
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。
履
修
に
は
か
な
り
の

覚
悟
が
必
要
だ
と
、
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。

海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め

に
、英
語
の
文
献
を
読
み
、英
語
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
の
で
、

実
践
的
な
英
語
力
も
必
要
と
な
り
ま
す
」

　

３
年
生
で
は
、
選
択
科
目
「
課
題
研
究

Ⅲ
」（
２
単
位
）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
現

時
点
で
は
２
年
生
の
「
課
題
研
究
Ⅱ
Ａ
」

履
修
者
の
う
ち
10
〜
20
人
が
選
択
す
る
と

想
定
し
、
研
究
内
容
に
つ
い
て
の
英
語
論

探
究
学
習
の
進
め
方

年
を
追
う
ご
と
に
深
ま
る

外
部
機
関
・
人
材
と
の
連
携

取
り
組
み
の
成
果

生
徒
の「
器
」を
広
げ
る
こ
と
が

学
習
意
欲
に
結
び
付
く
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特
集　
新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●1　
「
学
び
」
の
意
欲
を
高
め
る
探
究
学
習

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
生
徒

も
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
主
観
で
現
地
の

人
々
の
幸
福
度
を
測
れ
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
が
、
世
界
の

人
々
と
の
価
値
観
の
違
い
を
知
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
」（
加
藤
教
頭
）

　

探
究
学
習
が
大
学
入
試
に
対
応
す
る
学

力
の
向
上
に
寄
与
す
る
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、「
直
接
の
相
関
は
見
ら
れ
な
い

が
、
土
台
を
つ
く
る
上
で
必
ず
役
に
立
つ
」

と
村
上
先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
生
徒
の
『
器
』
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
、
探
究
学
習
の
大
切
な
役
割
の
１
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。
教
科
横
断
的
な
学
習
を

通
し
て
知
識
や
情
報
の
範
囲
を
広
げ
る
と

共
に
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方
や
将
来
の

可
能
性
も
広
げ
て
い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
面

で
の
『
器
』
を
広
げ
る
こ
と
で
、
個
々
の

教
科
で
学
ぶ
内
容
に
関
連
付
け
て
物
事
を

理
解
し
た
り
、
知
識
の
不
足
を
感
じ
て
教

科
学
習
に
力
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
探

究
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
必
ず
教
科
学

習
に
も
生
き
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生

き
抜
く
力
の
土
台
に
も
な
る
は
ず
で
す
」

　

今
後
の
課
題
の
１
つ
は
、
評
価
方
法
の

開
発
だ
。「
Ｉ
Ｓ
」「
Ｓ
Ｒ
」
は
総
合
学
習

で
あ
る
た
め
、
生
徒
の
研
究
成
果
に
対
す

る
評
価
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
学
校

設
定
科
目
と
な
る
15
年
度
か
ら
は
、
５
段

階
評
定
で
評
価
す
る
予
定
だ
。

　
「
研
究
論
文
は
、
評
価
材
料
の
１
つ
に

な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
研
究
論
文
か

ら
は
、
課
題
発
見
能
力
や
研
究
遂
行
能
力

を
見
取
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
課
題
設
定

の
段
階
で
、
ど
こ
ま
で
自
分
の
力
で
調
べ

た
の
か
、
担
当
教
師
の
助
言
が
あ
っ
た
の

か
と
い
っ
た
点
ま
で
追
跡
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
、
論
文
の
中
身
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
な
ど
か
ら

総
合
的
に
評
価
し
て
い
く
方
法
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
」（
加
藤
教
頭
）

　

も
う
１
つ
の
課
題
は
、「
ケ
ー
ス
ブ
ッ

ク
・
メ
ソ
ッ
ド
」
の
導
入
だ
。
こ
れ
は
、

事
例
研
究
を
重
視
し
た
学
び
の
ス
タ
イ
ル

で
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
実
践
さ
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
。

　
「
15
年
度
以
降
は
、
単
に
生
徒
が
文
献

を
調
べ
て
論
文
を
書
く
だ
け
で
な
く
、
担

当
教
師
と
生
徒
が
意
見
を
交
換
し
な
が
ら

考
え
を
深
め
て
い
く
よ
う
な
指
導
を
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
方
法
の
１
つ
と
し
て
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・

メ
ソ
ッ
ド
の
導
入
を
検
討
中
で
す
。
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
考
え
を
深
め
て
い
く
中
で
、
探
究
の

面
白
さ
や
醍
醐
味
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
村
上
先
生
）

課題研究Ⅰ 課題研究ⅡＡ 課題研究ⅡＢ

北上川／
東北地方

メコン川／東南アジア
シンガポール
／グアム汽水域・海・

漁村
山岳民族・
山村 農村・田舎 都市

水
問
題
を
考
え
る
視
点

人
間

伊達家による
北上川治水の
歴史と農村開
発、仙台市に
よる治水の歴
史、水のある
風景の癒やし
効果、水問題
と日本の食卓
とのつながり

エビ養殖にか
かわる過酷な
労働環境、外
国からの不法
労働者と人権

奇麗な水の不
足、貧困、感
染症、出稼ぎ
労働、ＨＩＶ、
公衆衛生の教
育の不足

水信仰、水祭
り、奇麗な水
の不足、貧困、
感染症、出稼
ぎ労働、ＨＩＶ、
公衆衛生の教
育の不足

急激な人口の
増加にインフ
ラ整備が追い
つかない、生
活 用 水の 不
足、上下水道
の国際援助

水源の不足に
よる慢性的な
水不足、生活
用水の不足、
水の供給を他
国に依存する
ことに関する
安全保障上の
問題

経
済

胆沢地区の水
利権争い、上
下 水 道の 整
備、水力発電
とダム建設、
浄水場の急速
ろ過と緩速ろ
過

マングローブ
伐採による生
活 の 糧 の消
失、フェアト
レード、地産
地消と世界経
済、商品作物
の功罪、乱獲
による漁業資
源の減少

インフラ整備
と政治的対立

国際河川の水
問題、上流国
による独占、
農業用水の確
保、フェアト
レード、地産
地消と世界経
済、商品作物
の功罪、バー
チャル・ウォー
ター、損保ジャ
パンによる天
候インデック
ス保険

人口増加と経
済発展、工業
用水の確保、
水企業の寡占
状態、日本の
水産業と先行
メジャーとの
闘い、赤シャ
ツと黄シャツ
の対立

農業用水・工
業 用水の 不
足、真水をつ
くるコスト

環
境
破
壊
・
災
害

ダム建設によ
る環境破壊、
旧松尾鉱山の
坑廃水処理、
松 尾 鉱山跡
地への植樹活
動、津波・洪
水

輸出用のエビ
の養殖による
マングローブ
林の伐採、放
棄池の水質汚
染、地球温暖
化による塩害

焼き畑農業、
農 地 へ の転
用、木材伐採
による森林破
壊で森林の保
水力が弱まり、
洪水が発生し
やすい

農村開発と環
境破壊のジレ
ンマ、上流国
による汚染、
深く掘った井
戸のヒ素中毒

地下水のくみ
上げすぎによ
る地盤沈下、
地下水のヒ素
中毒、地球温
暖化による洪
水被害の拡大

水源確保のた
めの 森 林 保
護、台風の被
害を最小限に
する工夫、台
風と産業活動

＊学校資料を基に編集部で作成

図２ 2015年度「課題研究Ⅰ・Ⅱ」のテーマ

今
後
の
課
題

探
究
学
習
の
評
価
方
法
の
開
発
と

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・
メ
ソ
ッ
ド
の
導
入
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